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Abstract:　 Career education, recently introduced into primary and secondary schools in Japan, may well give them
good chance to reform their curriculum in close cooperation with society. This paper aims to examine how vocational
high schools take advantage of this education for its partnership.
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定を平成 21 年度から 22 年度まで受け、地域水産業の中核
となる者の育成計画を実施している。22年度のプロジェク
トの事業内容は次のようなものであった。①漁業体験実習
（1年生）②企業・研究施設訪問（1年生）③インターンシッ
専門高校におけるキャリア教育について 77
プ（2年生）④デュアルシステム（3年生）⑤高度技術習得
研修（教員 5 名）⑥企業との共同研究（各科）⑦技術者に
よる実践指導（1・2年生）。平成 23年度以降は、限られた
予算内で、これらの事業を自立化することが課題となる。学
内で検討の結果、次のような 23年度のキャリア・職業教育
の取組プランが策定された。①漁業体験実習（1年生）②企
業・研究施設等訪問（1年生）③インターンシップ（2年生）
④デュアルシステム（3 年生）⑤講師招請（1・2 年生）⑥
企業との共同研究・小中学校との共学⑦教員研修。これら
は、プロジェクト時とほぼ同じ内容を含むプランであり、い
ずれも職場から学ぶことを重視したものとなっている。
特に 2 年次でのインターンシップでは次のような内容の
詳細な研修の手引き（「職場体験実習日誌」）が作成されて
いる。①はじめに（研修のねらい）②事業概要③日程概要
④事前研修（校内研修・企業での事前研修・事前課題・企
業との打ち合わせ）⑤業務日誌（各日業務日誌・研修中課
題・評価表・最終報告書）⑥事後研修（社会で必要な力・
進路設計・礼状作成・感想文・報告会）。この中には、事前、
実習中、事後にわたる生徒の作業課題（ワーク）が設定さ
れている。たとえば、事前研修（事前課題）では、会社概
要調べ、自己目標の確認、会社への質問・疑問、自己診断、
自己紹介票作成などの課題が設定され、実習中には担当者
以外とのコミュニケーション、仕事のスキルに関する学習、
職場環境のワークシートなどの課題が、そして事後研修で
は先述した各項目の課題が、それぞれ設定されている。こ
れらには、職場体験実習の過程全体を通して、生徒の自己
理解、職場（職業）理解、そして主体的な進路決定を支援
しようとする指導のねらいが反映している。
また、学外との連携においては、継続的な（信頼）関係
作りが重要となるが、そのために同校では「焼津水産高等
学校・職業教育推進委員会」を発足させ、漁業協同組合、商
工会議所、関連企業等との連携協力体制づくりも行ってい
る。なお、同校では、キャリア教育とも関連しうる地域と
の連携活動として、模擬店舗「魚国」経営、築磯潜水調査、
絶滅危惧種の調査・保護、種苗放流と資源調査、海浜清掃
なども行っており、学校生活だけでなく、日常生活（社会
生活）も含めたより広い関係の中でキャリア発達の支援が
はかられている。
おわりに
これまで述べてきたように、近年の専門高校教育には、2
つの方向性（課題）がみられる。ひとつは、その特性であ
る専門教育（職業教育）に重点を置く方向であり、もうひ
とつはその基礎部分に重点を置く方向である。後者は、生
徒の進路の多様化、すなわち専門分野外への就職、進学お
よび専門分野の高等教育への進学が増えていることへの対
応としてみることができる。近年注目されているキャリア
教育の特色は、進路に関係する教育の系統性とその学習者
の主体性の重視にある。そしてその方法的特色として、現
場（職場、地域）との連携があげられる。その際、学外で
問われるのは、学校の総合的教育力（学校の「生きる力」）
であり、そのためには学内の教育的連携が求められる。こ
うしたキャリア教育を通した学習者の進路への指導者の意
識（興味・関心）が、学習者の進路意識（動機・意欲）を
高めることにつながるものと思われる。 2 つの課題を有す
る現在の専門高校において、専門的知識・技術の応用・実
践の場として、またその基礎教育との連携の機会として、今
後のキャリア教育の活用が期待される。
注
1）たとえば、「高等学校におけるキャリア教育の推進に関する調
査研究協力者会議報告書―普通科におけるキャリア教育の推
進―」（2006）
2）小杉礼子『フリーターという生き方』勁草書房（2003）、玄田
有史他『ニート―フリーターでもなく失業者でもなく―』幻冬
舎（2004）など。
3）瀧田雅樹「水産高校の現状」『月刊　産業と教育　5 月号』vol.
715（2012）p.24
4）長谷川勝治「専門高校の活路を探る」『月刊　産業と教育　6月
号』vol.716（2012）pp.2-8
5）川下新次郎「専門高校（水産・海洋系高校）における総合学習
について―職業教育と普通教育の統合の観点から―」『東京海
洋大学研究報告』第 1号（2005）pp.121-130
6）阿部志朗「『諸国御客船帳』から見た「北前船」寄港地浜田の
物流―地域に学び、地域に誇りを持ち、地域の担い手となる人
材を育成する水産高校地歴科の教材開発―」『全国高等学校水
産教育研究会研究彙報』第 48報（2009）pp.19-28
7）川嶋　光「次時代を捉えて、水産・海洋系教育におけるキャリ
ア教育をいかに進めるべきか」『全国高等学校水産教育研究会
研究彙報』第 51報（2012）pp.23-38
川下新次郎78
専門高校におけるキャリア教育について
―水産・海洋系高校における学内外の連携教育に注目して―
川下　新次郎 *
（東京海洋大学大学院海洋科学系海洋政策文化学部門）
要旨：　現代の専門高校は、職場で必要とされる知識・技術の高度化と生徒の進路の多様化に対応するた
めに、専門教育と基礎教育の両面からの課題をかかえている。キャリア教育を通した学内外との連携（専
門教育と普通教育との連携および職場との連携）の事例から考えると、学校の進路指導力の向上をはかる
ために提唱されたキャリア教育は、学内外との連携を推進することで、専門高校のこれらの課題に貢献し
うるものである。
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